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　草食動物であるシカ類（Cervidae，シカ科の動物）はそ
の採食活動によって世界各地の森林生態系に大きな影響を
及ぼしている（Gill, 1992; Fuller and Gill, 2001; Rooney and 
Waller, 2003）。我が国においても例外ではなく，ニホンジ
カ（Cervus nippon，以下シカ）の採食によって森林生態
系が変化し，衰退する現象が各地でみられる（Kaji et al., 
1984; Takatsuki and Gorai, 1994; 矢部，1995；Yokoyama et 
al., 2001；田村，2008）。この要因として，餌植物の増加，
ハンターの減少，天敵の減少および冬季死亡率の低下など
によるシカ生息数の増加と生息地拡大があげられる（常田，
1997；Côtè et al., 2004）。
　通常，健全な森林生態系では，長い年月を経て維持され
てきた食物連鎖などの生物間相互作用ネットワークが正常
に機能している。しかしながら，シカによる下層植物の採
食，実生の採食，樹幹剥皮害による樹木枯死が発生してい
る森林では（Gill, 1992；柴田，2007），長年培われてきた
生物間の相互作用が崩れていることが予想される。また，
植物によっては，草食動物の摂食に対して抵抗（resistance）
と耐性（tolerance）という二つの防御戦略をとっている
（Mauricio, 2000）。前者は物理的防御（Kato et al., 2008；

Takada et al., 2001）あるいは二次代謝物による化学的防御
（Bryant et al., 1989）であり，後者は枝を補償成長させる
などをして採食に耐えるものである（Gill, 1992）。このよ
うに，植物が形態や生理を変えることにより，シカの被食
に対し耐性を発達させたり，被食を忌避したりして，自生
地を維持あるいは拡大している場合もある（Yokoyama and 
Shibata, 1998）。このようにシカは “ecosystem engineers” 
あるいは “keystone herbivores” として森林生態系に大き
な影響を及ぼしている（Côtè et al., 2004）。シカによる森
林生態系の変化は，鳥類（Bailey and Whitham, 2003; Hino, 
2000），野ネズミ類（Flowerdew and Ellwood, 2001；田中ら，
2006），動物相（福田ら，2008）に影響を及ぼしているが，
被食による植物の形態的・生理的変化も，間接的にその植
物に寄生している昆虫類の生態や生理に影響を及ぼす。こ
の場合，シカは“initiater”，昆虫の寄主植物は“transmitter”
そして昆虫は“receiver” と考えられる（Ohgushi, 2005）。
さらに，シカ類が植物を介して植食性昆虫に及ぼす影響は，

相互作用を通じて植食性昆虫を利用する昆虫や昆虫食の鳥
類にまで及んでいる（Bailey and Whitham, 2003）。これま
で，シカの活動が森林の樹種構成やその動態に影響を及ぼ
す研究は多くみられたが，生物間相互作用ネットワークに
対する影響にまで踏み込んで調査された例は少なかった。
　生物間の相互作用を理解する上では，一方の生物の除去
や付加という方法が有効であるが，シカによる衰退が進行
中の森林生態系は，防鹿柵設置などの人為的操作も容易で
あり，生物間相互作用ネットワークへの影響とそのメカニ
ズムを把握する上できわめて有効なモデルである。 近年，
森林生態系保全の主要な目的の一つである生物多様性の保
全について関心が高まっており，国内外の研究者に森林生
態系の多様な生物の相互作用と共存機構に目を向けさせ，
多くの研究がなされている。これまでは，おもに生物害
などの研究から生物二者間の直接的な相互作用が研究され
てきたが，系内には三者間，四者間の複雑な相互作用が存
在しており，それらを通じての生物間の共存のメカニズム
を明らかにする必要がある。現在行われている研究の大部
分は二者間の相互作用を扱っており，三者間以上で行われ
た森林での研究例は少ない。この特集では，シカによって
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図‒1.　トウヒの樹幹を剥皮するニホンジカ（奈良県大台ヶ原）
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被害を受けた森林生態系内における生物間相互作用ネット
ワークがどのような影響を受けているのかを，昆虫類を対
象に様々な角度から明らかにされた研究を取り上げ，森林
生態系における生物多様性維持機構の解明に寄与すること
を目的としている。
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